
変更期日

● 平成29年4月1日（土）受付日分より

● ABC分類

（速報）「ABC分類」検査内容変更のお知らせ
拝啓　時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
　平素は格別のお引き立てをいただき、厚くお礼申し上げます。
　さて、下記項目につきましては、来年4月より認定NPO法人　日本胃がん予知・診
断・治療研究機構から出された「新しいABC分類　胃がんリスク層別化検査（ABC分
類）2016年改訂版運用の手引き」に基づき、検査内容を変更させていただくことに致
しましたので、取り急ぎご案内申し上げます。
　誠に勝手ではございますが、事情をご賢察の上、何卒ご了承の程お願い申し上げます。
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「胃がんリスク層別化検査（ABC分類）」改訂について

変更内容 新 旧

検 査 項 目 名 胃がんリスク層別化検査（ABC分類）＊1，2 ABC分類

検 査 方 法

（判 定 基 準）

ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC《EIA》＊3

［栄研化学］
（判定基準：3 U/ｍL未満）
※ペプシノゲンの検査試薬は変更なし

ヘリコバクター・ピロリ抗体《LA》
［栄研化学］
（判定基準：10 U/ｍL未満）

所 要 日 数 2～5日 2～4日

備 考 ＊1　 ご依頼に当たっては、依頼書に［M74］胃がんリスク層別化検査（D分類）とご記入
下さい。

　　　伝送でご依頼の際は、次の3項目をご依頼下さい。
　　　　・［30315］ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC《EIA》
　　　　・［05084］ペプシノゲン《LA》
　　　　・［20083］胃がんリスク層別化検査（D分類）
＊2　 ご報告はヘリコバクター・ピロリ抗体とペプシノゲンの判定とABCD分類（胃の健

康度をＡ、Ｂ、Ｃ、Dそれぞれの区分に分類）でご報告致します。
　　【ピロリ菌除菌治療後のご依頼方法】
　　　 ピロリ菌の除菌治療を受けた方は、胃がんリスク層別化検査判定対象外となるた

め、へリコバクター・ピロリ抗体とペプシノゲンの測定値をご報告し、Ａ、Ｂ、Ｃ、
D判定は行わず、E（Eradication）群としてご報告致します。

　　　ご依頼の際は、依頼書に［M75］胃がんリスク検査/E群（D分類）とご記入下さい。
　　　伝送でご依頼の際は、次の3項目をご依頼下さい。
　　　　・［30315］ヘリコバクター・ピロリ抗体/ABC《EIA》
　　　　・［05084］ペプシノゲン《LA》
　　　　・［20084］胃がんリスク検査/E群（D分類）　
＊3　 HP抗体/ABC《EIA》は、「胃がんリスク層別化検査」専用検査です。従来のLA法で

のご依頼はお受け致しかねますので、予めご了承下さい。

 変更内容

　ABC分類とは血液中のヘリコバクター・ピロリ抗体価とペプシノゲン値を調べることにより、胃
がんリスク評価を行うもので、住民検診および職域検診、人間ドック等での使用が広がってきてい
ます。
　今般、平成28年12月1日付で「胃がんリスク層別化検査運用研究会」から胃の健康度を調べる「ABC
分類」検査のうち、ヘリコバクター・ピロリ抗体の検査試薬と判定基準、およびピロリ菌除菌者の取
り扱いについて新たな運用基準（次頁参照）が示されました。弊社と致しましても斯かる状況を踏ま
え、来年4月1日より検査内容を変更させていただきます。
　なお、本改訂に伴い検査結果をご報告する際に印字するA、B、C、Dの各コメントと「ABC分類
検査報告書」の仕様も変更させていただく予定です。詳細につきましては、確定次第、改めてご案内
致します。

※その他変更となる検査要項は、詳細が確定次第、改めてご案内致します。



「胃がんリスク層別化検査」運用の手引き（1頁）

（認定NPO法人　日本胃がん予知・診断・治療研究機構の「胃がんリスク層別化検査の運用について」を転載しております）

　この度、「認定NPO法人　日本胃がん予知・診断・治療研究機のホームページ」に「新しいABC分類　胃がんリス
ク層別化検査（ABC分類）運用の手引き」が掲載（11/25）されました。以下、参考資料としてご案内いたします。



「胃がんリスク層別化検査」運用の手引き（2頁）



「胃がんリスク層別化検査」運用の手引き（3頁）



「胃がんリスク層別化検査」運用の手引き（4頁）



「胃がんリスク層別化検査 A群と判定された方へ」
　この度、「認定NPO法人　日本胃がん予知・診断・治療研究機構のホームページ」に（急告）「胃がんリスク
層別化検査　A群と判定された方へ」が掲載（11/25）されました。以下、参考資料としてご案内いたします。
　本文書には、 A群と判定された方に対し、HP抗体が3以上10未満に該当する方は、ピロリ菌既感染、現感染
の可能性があるため、専門医に相談、内視鏡検査を受けることが推奨されています。
　なお、 A群やマイナス（－）などの記載のみで数値の記録がない方は、再度胃がんリスク層別化検査を受診し、
ピロリ菌検査値を確認することを推奨しています。
　また、過去にピロリ菌除菌治療法を受けた方は、胃がんリスク層別化検査判定の対象外であること、ピロリ
菌除菌後群（E群）として、専門医のもとで定期的な内視鏡検査を受けることが推奨しています。胃がんリスク
層別化検査を受けて、A群に相当する数値であっても、ピロリ菌除菌後群（E群）と取り扱うことが記載されて
います。

（認定NPO法人　日本胃がん予知・診断・治療研究機構の（急告）「胃がんリスク層別化検査 A群と判定された方へ」を転載しております）




